
よってまとま9万が異在っていたが (分散した9,-つの道路にそって並んでいた9)商店の業種

は食料品を中心とする日用品が多くみられた｡衣料品や耐久消費財をどは中心部の商店街で多く購

入するようである.この中心商店衝は鹿児島市の中心であるばかDでをく,鹿児島県においても重

要を位置を占め,その中心性,中枢性は今後も強ま9,地方中心都市という機能がますます強く覆

るものと思われる｡

このように鹿児島市では郊外住宅地化が無計画に行夜われてきたが.今後も市街化区域内で人口増

加が続 くかぎり行をわれてゆくであろう｡ しかし,住宅地はできても交通,学校,病院等の住宅環

境の整備がほとんどをされておらず,郊外住宅地に住む人々が満足するようを環境ができるまでに

はまだ多くの時間が必要と患われる｡今後住宅地化が進むにつれて,新たを問題と在ってゆくので

はないだろうか.

筑波研究学園都市付近 の地域ー構造

一 一商 業 活 動 を 中 心 と し て -

山 本 恵 子

本論は茨城県南西部,筑波研究学園都市付近の地域構造を商業を通して明らかにすることを目的

としている｡研究地域の範囲は筑波郡谷田部町,大穂町,豊里町,筑波町,新治郡新治村,桜村の

6ケ町村でこれらを-托して学園地区の名称で呼ぶことにする｡

学園地区の商業地域構造の特徴はその階層化にある｡すなわち地区の東に位置する大中心地土浦

の商圏の傘下に地区内商業の発達は顕著とは言えモレTb Lかしその中にも幾つかの中 ･下級中心を

認めることは出来るゆえに本論では商業地域構造を第1次から第4次までの4段階の中心地に区分

した｡商店分析の結果得られた各商業中心地の特徴は次の如くである0

第 1次中心地.････････土浦｡商店数が他中心地に比べ格段に多い｡全類型に渡っての商店の均等的

発達が見られるo専門店化が進み複合形態の店舗はほとんどをい｡爽茶店,パ

-等の発達が著しい｡

第2次中心地･････････谷田部,北条,上甑 飲食料品を扱 う店が半分以上と在る.上級中心と比べ

商店数が激減する｡
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複合形態の店舗が急増する｡喫茶店等は減少し,化粧品医薬品店も少をく覆

る∩

第3次中心地･･････-青沼,大曾根,専沢,沼田,小田｡ 飲食料品店がさらに増加する｡喫茶店等

はほほ姿を消す｡ 2, 3の類型を除いては均等的分布を示すがもちろんこれ

らの絶対値は′j＼さレも
第4次中心地-････.･その他すべての集亀 商店街はをく商店は集落内に散在する｡飲食料品店が

ほとんどとをる｡ よろず屋的色彩が濃い｡化粧品医薬品の他衣料品が扱われ

ることはまれである○

学園地区に以上のようを商業の階層化がもたらされた原因としては,この地の集落分布の現状,

ひいてはそれを規制する自然環境,人文環境をあげることが出来る｡桜川流域に広がる低地を別と

すれば学園地区の大半は日本有数の平地林地帯を成す低平を台地の上に展開している｡台地のゆえ

に水利が悪い｡耕地として速さをいから人々の生活も困難となる｡それゆえ,現在この台地上には,

中,′｣､規模の集落が点在しているに過ぎをいのである｡また交通の発達によって集落が発展するこ

とは多い｡しかし夜がら学園地区は鉄道の間の飛び地として発展の波から取D残されてきた｡そこ

で土浦を中心に広がるバス路線は確実に顧客をつかんでいくことに在る｡現在の土浦の繁栄の基盤

はこうして築かれたのである｡ このように学園地区に於ける商業の地域構造の特殊性は,その背景

に多種多様の自然条件,人的要因を配し夜がら形成されたものと言えよう｡

目黒区南部一帯 の住宅環境の研究

吉 田 晶 子

近年,環境問題が大きく注目されてきている｡都市において,住機能は産業活動機能と共に基本

的を都市機能である｡私はこの住機能を住宅環境の面から考え,背に商店と高層住宅について分析

してみた｡

論文の構成は,Ⅰ章でこの地域の発展の過程,人口,土地利用から住宅地としての性格を概観し,

Ⅱ章で住宅にとって大きをかかわ りを持つ自然環境 ･社会環境を分析し,Ⅲ葦は現在の東京都全体

の住宅問題に少 し触れて,この地域の住宅問題の参考 とした｡
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